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世
界
の
中
央
銀
行
の
金
保

有
量
が
増
え
続
け
て
い
る
。

特
に
中
国
と
ロ
シ
ア
が
ド
ル

と
ユ
ー
ロ
に
代
わ
る
外
貨
準

備

と
し

て
大
幅

に
積
み
増

し
、
自
国
通
貨
の
信
認
維
持

を
狙

っ
て
い
る
。
英
国
の
欧

州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
決
定

を
受
け
て
民
間
の
投
資
意
欲

も
高
い
な
か
、
中
銀
の
買
い

が
価
格
の
押
し
上
げ
要
因
と

な
り
そ
う
だ
。

金
の
調
査
機
関
、
ワ
ー
ル

ド

・
ゴ
ー
ル
ド

・
カ
ウ
ン
シ

ル
が
先
週
に
公
表
し
た
集
計

で
は
、
全
中
銀
の
金
保
有
量

は
約
３
万
２
８
０
０

ン
ト
と
１

年
前
に
比
べ
て
２

・
７
％
多

い
。
調
査
会
社
ト
ム
ソ
ン

・

ロ
イ
タ
Ｉ
Ｇ
Ｆ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る

と
、
中
銀
の
購
入
が
売
却
を

上
回

っ
た
の
は
２
０
１
５
年

ま
で
６
年
連
続
。

１５
年
の
買

い
越
し
幅
は
４
８
３

ン
ト
で
、

金
と
ド
ル
の
交
換
が
停
止
に

な

っ
た
１
９
７
１
年
以
降
で

２
番
目
に
多
い
と
い
う
。

特
に
伸
び
が
大
き
い
の
が

中
国
で
、
保
有
量
は
約
１
８

０
０

ン
ト
と
１
年
間
で
７
割
増

え
た
。
国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）
の
保
有
分
を
除
け
ば

世
界
５
位
だ
。
人
民
元
の
国

際
化
の
過
程
で
、
信
用
力
の

裏
付
け
と
し
て
金
を
確
保
し

て
い
る
。
人
民
元
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
準
備
資
産
で
あ
る
特
別
引

き
出
し
権

（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
の
構

成
通
貨
に
採
用
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま

っ
て
い
る
。

中
国
は
米
国
と
政
治
的
に

対
立
す
る
。

「
経
済
上
の
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
ド
ル
に

依
存
し
づ
ら
い
」

（
マ
ー
ケ

ッ
ト
ア
ナ
リ
ス
ト
の
豊
島
逸

大
氏
）
事
情
も
金
シ
フ
ト
に

つ
な
が

っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
保
有
量
も
１
年

で
‐８
％
増
え
約
１
４
８
０

ン
ト

と
な

っ
た
。
原
油
安
が
経
済

を
圧
迫
し
通
貨
ル
ー
ブ
ル
が

下
落
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
な

ど
を
巡
る
欧
米
の
経
済
制
裁

も
重
な
り
、
ド
ル
や

ユ
ー
ロ

に
代
わ

っ
て
金
を
積
み
増
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
ス
タ
ン
グ
ー

ド
バ
ン
ク
の
池
水
雄

一
東
京

支
店
長
は

「
最
近
に
な

っ
て

ル
ー
ブ
ル
が
上
昇
に
転
じ
て

お
り
、
金
準
備
が
通
貨
の
危

機
を
防
ぐ
役
割
を
見
事
に
果

た
し
た
」
と
話
す
。

金
の
売
却
に
動
い
て
い
る

国
も
あ
る
。
南
米
の
産
油
国

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
だ
。
金
準
備
は

１
年
で
４３
％
減

っ
た
。
原
油

安
で
外
貨
収
入
が
細
り
、
対

外
債
務
の
返
済
に
窮
し
て
外

貨
準
備
の
取
り
崩
し
を
迫
ら

れ
た
。
だ
が
金
を
大
量
放
出

す
る
国
は
少
数
派
。
欧
米
や

日
本
な
ど
の
先
進
国
の
保
有

量
に
は
目
立

っ
た
変
化
が
な

い
。新

興
国
中
銀
の
金
購
入
は

リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
や
欧

州
の
債
務
問
題
で
ド
ル
と
ユ

ー
ロ
の
信
用
が
揺
ら
い
だ
２

０
０
０
年
代
後
半
か
ら
増
え

始
め
た
。
今
も
英
国
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
を
巡
り
外
国
為
替
市
場

が
不
安
定
だ
。
英
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行

（中
銀
）
の
マ
ー

ビ
ン
。キ
ン
グ
前
総
裁
は
「
資

産
価
値
が
他
国
に
振
り
回
さ

れ
る
の
を
嫌
う
新
興
国
が
金

を
選
ぶ
の
は
当
然
」
と
指
摘

す
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
一

世
界
経
済
の
不
確
実
性
が

増
し
、
代
替
投
資
先
と
し
て

民
間
マ
ネ
ー
が
流
入
し
た
金

の
国
際
価
格
は
今
年
に
入
り

３
割
近
く
上
昇
し
た
。
中
銀

の
買
越
量
は
世
界
の
現
物
需

要
の
１
割
強
を
占
め
る
。
買

い
増
し
が
続
け
ば
相
場
の
上

昇
ト
レ
ン
ド
を
下
支
え
す
る

一
因
に
な
り
そ
う
だ
。

中銀の全保有、増勢続く
可

中
日
、
通
貨
の
信
用
力
維
持
狙
う

イ面格才甲し上げ要因にも

肯畳 為去  周↑1′ 7/′ユ
)ヨ

出光と創業家、認識にずれ ■

出光興産のお家騒動の混迷が深まっ

ている。 33.92%の同社株を持つ創業

家が昭和 シェル石油との合併計画に反

対姿勢を崩 していない。経営側は合併
への理解を求め続ける構えだが、打開

策は見えておらず、創業家の主張との

間には認識のずれもある。両者の溝は

埋まるのか。
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竹
田
和
平
氏
死
去

「
日
本

一
の
個
人
投
資
家
」

竹
日
本
社
会
長
で

「
日
本

一
の
個
人
投
資
家
」
と
も
呼

ば
れ
た
竹
田
和
平

（
た
け
だ

。
わ

へ
い
）
氏
が
２‐
日
午
前

２
時
５６
分
、
老
衰
の
た
め
名

古

屋
市

の
自
宅

で
死
去

し

た
。

８３
歳
だ

っ
た
。
告
別
式

は
２３
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら

・

名
古
屋
市
千
種
区
千
種
２
の

一

‐９
の
１
の
い
ち
や
な
ぎ
中
央

斎
場
。
喪
主
は
長
男
で
同
社

常
務
、
幸
生
氏
。

名
古
屋
市
出
身
。
１
９
５

２
年
、
愛
知
県
内
で
竹
田
製

菓

（現
竹
田
本
社
）
を
設
立
、

幼
児
向
け
菓
子

「
タ
マ
ゴ
ボ

ー
ロ
」
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
。

長
期
の
株
式
保
有
を
基
本
と

し
た
投
資
家
と
し
て
も
知
ら

れ
、　
一
時
期
は
１
０
０
社
以

上
の
大
株
主
と
な

っ
た
。

だ|そ 1 7/′,】



たすい

ミ
せ
巡ｑ【
軽
雪
く
に
「
ほ
ほ
憲
瑠
擦
は
遭
碁
電
鎌
Ｋ
Ｋ

レやふ田λ卜たQ船脚 ll

く六トユ「心 ハヽ埜心K費」

`Q「

tlll耐団榛」遭按いや

ltll理役理巡V母/眠
IK摘曜

三図Q均宮<雪軽国日lllE図

(K息―rrrヘミQ鯉杓ぷ艦

【回旧pplBlttN通8や喫

憲役ll11に拘ミWa翼小」句役

像食い民
°

卿獅□巡遭ヽ や母
/ぐ

llR

O′ ヨ
/倒

回遭続∞回
/国

回旧Qいい士喜Q国旧N理

い濃P′ 思擬N通8や四思

役ヨ超
°
やQ橘凹

/11k【
llll

役賑御岳W四療Ntta慨
役
′
難0四Dぷ Wヾa柘ぃ

N8遭肺歴照遭按壇N導
盟

/tlll繍
盟遭欄|(拘 Nヾる

ヽい絡眼NttlBla慨相曇
↑い
°

志 階 増ン

役lBlttNtteゃ固旧ゃ軽熊

照鵬0そ 本ヽ 小息―遭黙躍
a慨母小」Ю

/翌∞〇〇R回
lp鰹胡ヤ0本ごNp求やa」辞く【盟臣区

N々曽く役
°
E紳拘く起「ぐ

К照四Gllk【回旧遭限榛瑠

思役ヨWSや小」句遭鍛る

収」判牌awをゃ
0

贈回線極Q麟終ピ 回く

レやふ田ふ卜と題「毬耕樺喜
そミ相駅培高求ぜ畑皿唇甲OW衆 3/く「
回Qせ廼桁ミ製母臣い°

翌
Q肺悪廼留四DWる Nる」

(K群)母器罫OW曇や
°

【厘ギ障】

景
ｋ

お
ユ
ふ

ゃ
心

ン
ン
ヽ
ン
ン

群
悠
―

やく
も
　
電
Ｎ

つaI<雪酪悶□くК転―|||ヽミG
峰拘ばllk【蜂理llllに拘ギ把田様N
通eゃ恩

『
=Eぐ郎約く蝶革

「 心やヽ生心k」回障榛峯蝶基 て

【ハ3同 くヽ込―=(=艦ヨ】米ドヽ ふ□

ハトと起熙E′ 悶<ふ卜と (〇 ∽)「ぶ ハ`
生ふk留」G幡様嬰「卜||(一小3-・ は｀

、卜(トーと」G蝶巡却∞【因匝糸,0墨憩いや剤

)黙穏D楔
°
加‖【くR字てハくRG謎謎Nぷ照

!。楔迪食
′
思珊割N‖EQ楔

°
心 卜`生心k留

)や
巡稲0楔墳(黙終畑判玉p的樫崎〇〇〇R

'(口
コヽミく博ぎ_Dギ費)〕 IUlp言雪ばいてヽとユ_D料翌

°「ド、十1《
―小い―・卜 卜`千トー上」連ふ 卜ヽ生心k留

G再玉神遭態型p蝶きいや
°

ポ
＼
や
　
細
↓
『
一



託予↑

佐
賀
・１７
歳
再
逮
捕
‐
・
５
万
人
情
報
盗
む

生
徒
の
成
績
な
ど
を
管

理
す
る
佐
賀
県
の
教
育
情

報
シ
ス
テ
ム
に
侵
入
し
た

な
ど
と
し
て
、
警
視
庁
サ

イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
は
２７

日
、
佐
賀
市
の
無
職
少
年

（
‐７
）
Ｈ
不
正
競
争
防
止
法

違
反
容
疑
で
逮
捕
Ｈ
を
不

正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
違
反

容
疑
で
再
逮
捕
し
た
。
佐

賀
県
教
委
に
よ
る
と
、
成

績
情
報
を
含
む
生
徒
ら
延

べ
約
１
万
５
０
０
０
人
分

の
情
報
が
盗
み
取
ら
れ
た

と
い
う
。

逮
捕
容
疑
は
今
年
１
月

２０

日
午

前

０
時

２０
分

で

ろ
、
県
立
高
校
１
校
の
教

育
情
報
シ
ス
テ
ム
に
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
か
ら
侵
入
し
、
他

人
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド

を
使

っ
て
不
正
に
ア
ク
セ

ス
し
た
と
し
て
い
る
。
少

年
は
こ
の
高
校
を
含
め
て

６
高
校
の
シ
ス
テ
ム
に
侵

入
し
、
成
績
情
報
な
ど
が

入

っ
た
約
２‐
万
フ
ァ
イ
ル

を
盗
み
出
し
た
と
み
ら
れ

る
。
同
課
に
よ
る
と
、
少

年
は
容
疑
を
認
め
て
い
る

と
い
う
。

ま
た
少
年
は
今
年
１
月

‐６
日
ご
ろ
か
ら
１８
日
こ
ろ

ま
で
の
間
、
佐
賀
県
が
管

理
す
る
県
立
中
学

・
高
校

の
生
徒
の
成
績
や
出
欠
状

況
な
ど
を
記
録
す
る
教
育

情
報
シ
ス
テ
ム

「Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｉ
Ｎ

ｅ
ｔ
」

（
セ
イ
ネ

ッ

ト
）
に
不
正
に
ア
ク
セ
ス

し
た
疑
い
も
あ
る
。
県
立

高
校
６
校
の
生
徒
や
教
員

の
Ｉ
Ｄ
を
盗
み
取

っ
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。

少
年
は
盗
み
取

っ
た
Ｉ

Ｄ
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上

の
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
仲

間
数
人
に
見
せ
て
い
た
。

成
績
な
ど
の
個
人
情
報
は

掲
載
し
て
お
ら
ず
、
情
報

の
転
売
や
流
出
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
。

同
課
は
今
月
６
日
、
有

料
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴

に
必
要
な

「Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｓ

カ
ー
ド
」
を
使
わ
ず
パ
ソ

コ
ン
で
無
料
視
聴
で
き
る

プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て

ネ

ッ
ト
上
に
公
開
し
た
と

し
て
、
少
年
を
不
正
競
争

防

止

法

違

反
容

疑

で
逮

捕
。
そ
の
後
、
少
年
の
自

宅
に
あ

っ
た
サ
ー
バ
ー
を

解
析
し
た
と
こ
ろ
個
人
情

報
が
保
管
さ
れ
て
い
る
の

が
見

つ
か

っ
た
と
い
う
。

各
校
の
教
育
情
報
シ
ス

テ
ム
に
は
生
徒
の
氏
名
や

住
所
の
ほ
か
、
成
績
や
出

欠
状
況
、
生
活
態
度
な
ど

を
ま
と
め
た
調
査
票
な
ど

も
保
存
さ
れ
て
い
た
。
成

績
や
調
査
票
な
ど
の
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
は

教
員
に
限
ら
れ
て
い
た
。

同
課
は
シ
ス
テ
ム
上
の
弱

点
を
解
析
し
、
教
員
用
ペ

ー
ジ
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー

ド
を
割
り
出
し
た
と
み
て

い
る
。
　

　

　

【斎
川
瞳
】

「脆
弱
性
あ

っ
た
」

県
教
育
長
が
謝
罪

‐７
歳
の
少
年
に
教
育
情

報
シ
ス
テ
ム
に
不
正
に
侵

入
さ
れ
、
約
２‐
万
フ
ァ
イ

ル
の
情
報
を
盗
ま
れ
た
と

し

て
佐
賀

県

教
委

は
２７

日
、
県
庁
で
記
者
会
見
を

開
き
、
古
谷
宏
融
這
張
は

「シ

ス
テ

ム

に
脆

弱

性

が
あ

っ
た
。
今
後
セ
キ

ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
を
強
化
し

た
い
」
と
謝
罪
し
た
。
パ

ス
ワ
ー
ド
変
更
な
ど
の
再

発
防
止
措
置
を
取

っ
て
お

り
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は

継
続
す
る
。

佐

賀

県

教

委

に

よ

る

と
、
教
育
情
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｉ

Ｎ

ｅ
ｔ
六
セ

イ
ネ

ッ
ト
）
と
、

１４
年
度
か

ら
学
校
ご
と
に
運
用
し
て

い
る
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
流
出
。
セ
イ
ネ

ッ

ト
か
ら
７
校
６
０
８
１
人

分
の
名
前
や
Ｉ
Ｄ
な
ど
、

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
か
ら
は
６
校

９
５
８
９
人
分
の
学
習
成

績
、
家
庭
環
境
調
査
書
類
、

パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
が
盗
み

取
ら
れ
た
。
【池
田
美
欧
】

佐賀県の教育情報流出の構田

個人情報を盗み取る

警視庁

イ]ひんづ
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